
本号では、図書館について解説していきます。令和 7 年 4 月 1 日時点では 10 施設あり

ます。

●各施設ごとの施設のあり方や整備等の方針については下表のとおりです。

短期：R2～R6（2020～2024）、中期（前半）：R7～R11（2025～2029）、中期（後半）：R12～R16（2030～2034）、

長期：R17～R31（2035～2049）

●図書館の管理・運営に関する基本的な方針は下記のとおりです。

図書館の将来負担経費（単位：百万円）

現状のまま更新等を続けた場合、30 年間で

25.5 億円かかる見込みですが、上記方針に基

づく取り組みにより、41.5 億円（+16.0 億円、

+62.9％）となる予定です。
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大分類：(1）社会教育系施設 小分類：④図書館

施設名
施設のあり方 施設の整備等

方針 時期 方針 時期

高山市図書館「煥章館」

継続 － 更新等 －

高山市図書館丹生川分館

高山市図書館清見分館

高山市図書館荘川分館

高山市図書館一之宮分館

高山市図書館久々野分館

高山市図書館朝日分館

高山市図書館高根分館

高山市図書館国府分館

高山市図書館上宝分館

基本的な方針

＜民間活力導入の実施方針＞

・民間のノウハウを活用して利用度・利便性が高まる手法をすすめる

＜統廃合、複合化・多機能化の実施方針＞

・分館は他の施設との複合化・多機能化した形態により、機能配置を検討する

（単位：百万円）

短期 中期 長期 計

現状 157 1,923 470 2,550

取組後 530 1,262 2,361 4,153

増減 +373 △661 +1,891 +1,603



●財政状況資料集（施設類型別ストック情報分析表）からみる図書館の現状

●：高山市 ◆：類似団体平均

令和５年度財政状況資料集（施設類型別ストック情報分析表）をみると、市が保有する

図書館の減価償却率は 46.8％（全国平均比△4.0％）となっており、他市と比べ施設は老

朽化していないことが分かります。

また、図書館の一人当たり面積は 0.065 ㎡（全国平均比+76.0％）となっており、全国

平均と比較すると一人当たり面積が約 1.7 倍多いということが分かります。

●いろいろな使い方ができる図書館へ

静かに読書を楽しむだけでなく、出店やマルシェ、映画上映など多様な使い方ができる

ようになりました。市民の皆さんの「知りたい！やってみたい！」を応援します。

▲玄関での出店 ▲１階 展示コーナーでの一箱古本市

▲１階 交流スペース（談話、飲食可） ▲１階 ファミリースペース（談話、飲食可）


